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5. EXAFS法による相転移現象の研究

加 門 和 也

近年,EXAFS法により,物質の局所構造の解析が,可能となり,比較的長距離秩序を必

要とする回折実験では手におえなかった局所的な歪構造の情報がえられるようになった｡

本論文ではEXAFS法を用いていろいろな物質の相転移を局所的な視点から研究 した結果

について報告する｡物質としては,超伝導物質のA-15型合金 (Nb3Sn,V3Si),α相合金

(AuCd,NiAl),イオン性結晶(Mg(OH)2-MgOの脱水過程 )を取り上げた｡ 結果とし

ては,A-15型合金と,AuCd合金では,プレマルテンサイト領域で, 局所的に歪んだ状態

(embryo)が存在することがわかった｡そして,歪がェン/､ンスされていく様子をとらえる

ことに成功した｡Mg(OH)2の脱水過程では,あるOH濃度領域までは,層状構造が保持され

ることがわかった｡そして,vacancyが増えていく様子をとらえることに成功した｡
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1.Evaluationofaglow discharge

inanArF excimerlaser

TakehiroMochizuki

Atimeperiodoftheglow-likedischargeintheArFexcimerlaserhasbeenevaluatedfrom

theresultsofatime-resolvedelectrondensitymeasurementsbymeansofanopticalinterferometric

method.OncomparisonorthebehaviorofelectrondensityintheabsenceofF2gasWiththatin

thepresenceofF2gas,thedissociativeattaclm entrateisderivedfromgraphicalcalculation.user

osc山ationmechanismsontheArFexcimerlaserarealsodiscussedonthebasisofexperimental

results.
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